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報

基

本

選

準

人

名

簿

一

富
山
県
第
一
海
区
漁
業
調
整
♂
委
員
会
委
員
)
の
縦
覧

選

率

へ

名

簿

一

1

1

@
縦
覧
の
場
所

る
各
種
の
選
挙
に
用
い
ら
れ
る

広

市
役
所
市
民
課

も
の

で
あ
り
ま
す
か
ら
、

脱
漏

九
月
十
五
日
現
在
で
調
製
し
ゃ
誤
載
が
な
い
か
確
め
て
下
さ

た
右
の
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
に

ぃ
。
若
し
、
建
漏
が
あ
れ
ば
、

市

供
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
中
に
申

出
て
下
さ

」
の
名
簿
け
.
明
年
行
わ
れ

し、。

早

急

仁

架

換

を

危

い

橋

二

陳
』情

~ 

魚

付
腐
朽
の
ひ
ど
い
小
坂
橋

昭和 30年 1.1月1日発行

近
年
各
地
事
業
の
実
織
に
伴
一
橋
が
復
旧
完
成
さ
れ
た
が
.
こ

一
い
交
通
は
祢
今
一
暢
駿
の
度
を
高
一

れ
と
不
離
の
関
係
に
あ
る
こ
粁

一
め
て

い
る
が
、
な
か
で
も
片
貝

一
上
流
の
小
反
橋
は
長
さ一一
一五
、

一
川
上
流
に
活
ず
る
県
沼
は
、
山

一
五
米
.巾
二
一、
一九
米
非
常
に
古
い

一間
地
と
中
心
市
街
を
連
結
す
る

一
木
迭
の
吊
橋
だ
あ
る
た
め
、
腐

一貫
要
路
で
、
最
近
殊
に
利
用
度

一朽
が
甚
が
し
く
・
今
で
は
苧
フ

一
が
念
激
に
別
加
し
て
い
る
。
従

一
じ
て
人
が
け
が
従
来
で
き
る
程

一
っ
て
同
路
線
に
架
設
さ
れ
て
い

一
度
で
、

事
業
資
材
の
輸
.送
な
ど

る
橋
梁
は
.
道
路
の
生
命
と
も

一
と
て
も
不
可
能
な
こ
と
で
、
こ

一一A
う
べ
き
も
の
で
‘
今
」替
、黒
谷
れ
で
は

一
般
交
溺

に

重

大
な

、‘.，
岨
・
E
，E

、

旅行出張などのとき
は
お

忘
れ
な

j宮市今.
ま内二
レマ d
否、 Lさ
つ

小
売
価
絡
の

m一回
が

市
の
収
入
と
な
り
ま
す

光
J
ハ
1
ルハ

一
個
)

二
円
六
十
一
銭

ピ
1
ス〈

一
個
〉

コ一
円
九
十

一
銭

臨調車
昭
和
二
十
五
年
よ
り

一
、
二
七
一
人
増
加

去
る
十
月
一
日
突
、
五
八
五
人
で
四
一
冗
人
、
女

施
さ
れ
た
国
勢
調
査

子
は
二
四
、
二

十九八
人
で
八
五

に
よ
る
魚
津
市
の
人

六
人
そ
れ
ん
'
¥
増
加
し
、
女
子

ロ
の
概
数
の
集
計
が
弐
の
よ
う

は
男
子
の
二
倍
余
り
増
え
て
い

に
ま
と
ま
り
ま
し

た

。

る

こ

と

が
わ
か
っ
た
。

調
査
に
よ
り
ま
す
人
地
区
別
の
世
帯
数
及
び
男
女

と
総
人
口
は
凶
六
、

q
u
別
人
口
の
概
数
は
次
の
通
り

八
四
二
一人
で
、
昭
和

4
子

。

i

;

:

二
十
五
年
国
勢
調
査

3
J
J
な
お
こ
こ
に
詑
撤
さ
れ
た
数

時
よ
り
も
て
二
七
4
パ
は
何
れ
も
概
数
で
あ
り
、
後

一
人
増

加
し
て
お

Q
U

日
総
理
府
統
計
問
よ
り
発
表

り

、

一

年

に

平

均

二

点
T

さ
れ
る
も
の

と
相
謹
す
る
こ

五
五
人
増
し

た

こ

と

と

が

あ
り
ま
す
か
ら
御
了
釆

に

な

り

ま

す

。

下

さ
レ
。

男
女
別
で
は
、
男
子
は
一
一
一
一

自
縛
車
の 〉は昭和25年の国勢調査

卜 人 一一 口
男 | 女

1，475 1 (7，45s)1 8，254.1 (8，095)115，7291(15，548) 

1，082 1 (1，018)11， 1~131 (1，084)1 2，21δ1 (2，102) 

942 1 (937)1 979; (990)11，9211く1，9釘〉
1，247 1 (1，325)11，3291 (1，399)1 2，5761く2，724)

698 1 (697)1 7471 (734)11，4451 (1，431) 

1， G15 1 (1，鈎7)11，8841(1，508)1 3，4991 (2，905) 

1，115 1 (1，123)11，2041 (1，224)1 2，3191 (2，347) 

1，204 1 (1，20(1)11，26判(1，238)12，4681 (2，444) 
3，123 1 (2，928)13，31判(3，054)16，4401 (5，982) 
2，221 I (2，20:;)1 2，28判(2，191)14，5091 (4，394) 

683 I 仰のI 72司 (回叫]，4081 (1，360)1 
1，180 1 (1，207;ll，1i.:.:!:1 (1，201)1 2，?141 (2，ω8)1 

22，585 !c2~ ， 170) !24 ， 25誌と~02JW~ S必J(45 ， 572)

い所農出す進畜なすさが攻 除善
。農業品 。会産お 。れ 開の意向農
林協希 も共今 z 催要秋上~ rt-r 
謀同望 併進年 Q さ領のに物
へ組の せ会は よれ で 昂 色・の
申合 方 -ての品 うま農揚す j判
込 を は 開極 評 おす 訟を る除
ん 通 各 催鶏会 願 ι物目と占
でじ 出 教のに い精の的共吋1
.て張 説部併 致々品と に質
子市所 しのせ し出 許 し、の
さ役、 ま共て ま品会て生 改
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斉
検
査
を
実
施

所
有
者
は
必
ず
検
査
を
受
け
て
下
さ
い

。
こ
れ
は
危
い
落
合
橋

〈写真は腐朽して通れなし、小坂橋〉

魚
津
市
守
結
ぶ
重
要
な
片
貝

川
に
架
設
さ
れ
て
い

る
落
合
織

は
、
長
さ
二

O
冗
米
、

巾

四
、
五
米
は
腐
朽
が
持
一
死
し
く

最
近
と
く
に
危
険
な
状
態
に
あ

り
、
自
動
車
の
交
通
も
殆
ん
ど

不
可
能
と
な
り
.
加
え
て
現
芋

の
国
道
線
は
巾
員
も
狭
〈
て
山

屈
も
甚
が
し
く
、
自
動
車
の
交

通
が
危
険
で
あ
る
の
で
、
国
道

よ
り
も
海
岸
寄
り
の
落
合
橋
で

結
ぶ
こ
の
道
路
が
高
度
に
利
用

さ
れ
て
い
る
関
係
上
、

こ
れ
で

は
ま
さ
に
交
通
が
と
絶
し
腕
郷

状
態
に
陥
い
る
憂
う
べ
き
実
状

か
ら
、
今
度
落
合
橋
を
至
念
架

替
て
貰
い
た
い
と
魚
津
、

黒
部

両
市
長
連
名
で
、
県
当
局
並
び

に
県
議
会
へ
近
く
陳
情
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
写
真
は
腐
朽
甚
し
い
落
合
撚
)

西
布
猫

経
回
、
道
下
、

加
積
上
野
方
‘
下

野
方
松
倉
、
土
中

〈凸
版
は
検
査
済
誌
〉

島
、
下
中
島

十

一
月
十
八
日
魚
津

検
査
場

各
地
区
出
張
所

検
査
時
間
骨
日
共
午
前
九
時
よ

り
午
後
四
時
ま
で

検
査
漕
証
は
、
前
部，ブ

レ
ー
キ

の
把
手
に
取
付
け
る
。

表

.:Q; ... 

恩32

分
の
危
険
を
顧
み
ず
風
浪
を
閏

し
て
救
助
に
赴
き
、
舶
を
港
内

に
曳
航
し
た
行
為
に
つ
い
て
、

魚
津
漁
業
協
同
組
合
か
ら
表
彰

方
め
具
申
が
ら
っ
た
が
、
去
る

十
月
二
十
六
日
そ
の
犠
性
的

勇
敢
な
行
為
に
つ
い
て
市
長
か

ら
両
名
に
表
彰
状
と
金
一
封
が

贈
ら
れ
た
。

去
る
十
月
九
日
風
浪
の
た
め

に
魚
津
港
外
で
遭
難
漂
流
中
の

浜
多
権
次
氏
一
所
有
の
こ
ま
さ
丸

の
救
助
作
業
に
、
魚
津
市
下
猟

師
町
内
原
伊
一一一古
氏
(
五

O
才
)

魚
津
市
新
下
猟
師
町
高
岸
吉
太

郎
氏
〈
問
問
才
〉
の
両
名
は
、
自

自国画出11:11

十
一
月
十
五
日
、
十
六
日

コu

一
、
期
日

昭
和
三
十
年
十
一
月

自
午
前
九
時

歪
午
後
五
時

自
午
前
九
時

歪
午
後
二
時

十
五
日

十
六
日

二
.
会
場

魚
津
市
西
部
中
学
校

二
、
出
品
資
絡

市
内
に
居
住
の
農
産
物
を
生

産
叉
は
加
工
す
る
農
家
、
叉

は
農
業
関
係
団
体

但
し
種
鶏
に
あ
っ
て
は
、
五

ヶ
月
以
上
飼
育
し
た
も
の

四
、
出
品
物
の
種
調
及
び
数
量
'

出
品
物
は
.
審
査
品
.
即
売

品
、
参
考
品
、
宣
伝
参
考
資

料
の
山
部
と
し
.
帯
有
一品
の

出
品
は
衣
の
基
準
ー
に
よ
る
0

1.
穀
傾

ハ
研

佃

類

数

量
〉

玄
米

.1ム口

稲

五

株

株

付

・と
す
る

麦
類

五
合

雑

穀

五

合

tr
疏
莱
果
実
類

ハ

種

類

数

量

」

白
葉

三

個

葱

一

〆

目

ほ
う
れ
ん
草
=
一把

ハ
百
匁
の
も
の
〉

大
根

五
本

玉

葱

一

O
個

長

芋

コ

一本

牛

夢

一

メ

人

参

一

〆

か
ぶ
ら
一

O
個

里

芋

一

メ

馬
鈴
薯
一

j

甘

藷

一

〆

果
実
類

五
個

3
其
の
他
の
農
林
膏
雄
物
及

び
加
工
品

〔

種

類

数

量

ν

木
炭

一
俵

i

生
一一
.00
匁

し
い
た
け
乾

一
O
O匁

く

り

一

升

苗
木
〈
杉
〉
一九
本

卵

冗
伺

蜂

密

二

合

壊
纏
詰
類
三
個

袋
箱
詰
類
二
個

西
部
中
学
校
で

漬
物
類
一
一
一
百
匁

そ

の

他

遡

宜

ι
尚一刻
p
a部

卿
化
後
五
ヶ
月
以
上
二
寸

四
ヶ
月
以
下
の
単
冠
白
色

レ
グ
ホ
ゾ
積
.
黄
班
プ
リ

マ
ス
ロ

ツ
グ
精
一
及
び
名
古

屋
宿
一
番

但
し
同
一
人
の
出
品
物
は

同

一
極

類
の
も
の
は
一

点
と
し
、
種
類
の
異
な
る

も
の
は
、
何
種
で
も
差
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

五
、
審
査
及
び
褒
賞

1
審
査
は
審
査
品
に
つ
い
て

行
い
、
個
人
、
団
体
賞
を

選
抜
す
る
。

2
審
査
会
の
審
査
に
ょ
っ

τ一二

入
賞
を
弐
の
通
り
決
癒
糠

し
、
褒
賞
や
授
与
す
る
。
4
1
-

個
人
賞

一
e

等
級
、
農
産
物
‘
林
、産
物
'
一

種

鶏

一

優
等
一
一
一

一

j

t

一
等
一

O

五

一

二

等

二

O

一
O

二

三

等

四

O

一
五
一
一
一

四
等
間

O
O
一O
O
九

但
し
出
品
の
多
寡
に
よ
り

榊
演
す
る
。

六
.
出
品
其
の
他
の
詳
細
に
つ

い
て
は
出
張
所
、
農
業
協
同

組
合
叉
は
直
接
農
林
課
に
連

絡
下
さ
い
。

十十

月月

+ 五
九
日臼
ま泊、
でら

委
員
長
代
浜
多
由
利
氏

教
育
委
員
会
の
委
員
長
、
及

び
訓
・
委
員
長
は
十
月
二
一
十
一
日

を
以
っ
て
伴
期
満
了

し

た

の

で
、
選
挙
の
結
集
左
の
通
り
当

選
せ
ら
れ
た
o

一
す
影
響
も
大
き
い
の
で
、
早
念

委
員
長
浜
多
由
利
一
に
こ
の
腐
朽
し
た
橋
の
架
換
工

副

委

員

長

中

島

金

二

一
事
を
実
施
し
て
貰
い
た
い
と
、

刻
削
け
叫
什
叶
叶
川
川
J
V
な一

泣
く
市
か
ら
県
宛
に
陳
情
が
な

く
、
地
方
廃
業
の
発
出
肢
に
及
ぼ
一

さ
れ
る
o

現
伝
市
が
使
用
し
て
い
る
自
転
車
鑑
札
は
、
昭
和
二
十
七
年

合
併
の
際
取
替
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
三
年
余
り

も
終
過
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
初
交
付
し
た
時
の
自
転
車

と
、
旧
制
在
使
用
さ
れ
て
い
る
自
転
車
と
、
内
容
の
異
っ
て
い
る

も
の
が
相
当
あ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

ー

今
殴
自
転
車
登
鈍
台
帳
の
整
備

一

に
併
せ
、
未
登
録
自
転
車
の
絶

一
十
一
月
十
抗
日

無
を
期
す
る
目
的
で
、
富
山
県

一

自

転

車

登

録

条

例
に
基
く

一
十

一
月
十
六
日

自
転
車
の
一
裕
検
査
を
、
左
記

一

の
と
お
り
実
施
し
、
検
査
済
の

一
十

一
月
十
七
日

も
の
に
対
し
て
は
、
別
記
様
式

に
よ
る
検
査
済
証
を
取
付
け
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
か
ら
、

自
轄
車
の
所
有
者
(
未
登
録

の
も
の
も
同
様
)
は
そ
の
地
区

の
検
査
場
て
必
ず
受
織
な
さ
る

よ
う
御
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の

一
腎
検
査
後
、
交
通
取
り

締
等
に
よ
っ
て
摘
発
さ
れ
た
場

合
は
、
た
と
え
鑑
札
が
つ
レ
て

い
て
も
検
任
務
証
の
取
付
け
て

な
い
場
合
は
、
未
登
録
の
も
の

と
し
て
処
理
さ
れ
ま
す
か
ら
特

に
御
留
意
下
さ
い
。

『

H
U

(
雨
天
の
場
合
は
順
延
〉

十
一
月
十
四
日
片
貝
、天
神
、

火

延長護
〈璽道
完寒路
成

上
野
方
地
区
大
海
寺
新
に
建
築
中
で
あ
っ

た
近
代
的
な
市
常
火
葬
場
は
、
さ
き
に
完
成

剖
ぽ
ま
し
た
が
、
県
道
よ
り
火
葬
場
に
至
る

道
路
が
未
完
成
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
延
長

五
O
O
米
、
巾
員
六
、
}九
米
の
火
葬
場
活
路

(
倶
楽
部
前
線
)
王
事
の
仕
上
げ
に
着
工
し

完
成
は
十
一
月
初
旬
の
見
込
み
で
す
。

総
工
費
は
二
六

O
万
円
。

ハ
写
真
は
工
事
中
の
火
葬
場
道
路
〉
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謝

欣

一

去
る
八
月
十
二
日
猿
飛
地
内
…

の
黒
部
川
で
柳
原
隆
士口
君
を
救
一

助
し
た
西
部
中
学
校
三
年

1
1
1
1
1松
田
f
康

彦

君

〕

は
今
度
県
警
察
本
部
長
か
ら
左

む
通
り
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
感

十
月
二
十
七
日
よ
り
十
一
月
九

日
ま
で
、
全
国
一
費
に
恒
例
の

読
書
週
間
を
迎
え
‘

読
書
に
親

旦
は
苗
代
用
で
N
・p
-
K
共
成

分
で
、
坪
当
り
各
一
五
匁
見
当

で
す
。
今
年
は
豊
作
で
肥
料
は

う
ん
と
吸
わ
れ
た
ろ
う
と
予
想

し
て
此
の
程
度
を
越
し
て
施
肥

さ
れ
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

今
年
の
様
に
気
候
の
よ
い
年
は

土
壊
中
の
肥
料
分
が
地
湿
上
昇

効
果
.
乾
土
効
果
等
と
な
っ
て

効
い
て
い
る
の
で
す
。

叉
こ
の
肥
料
設
計
は
レ
シ
ゲ
も

厩
肥
も
算
入
し
て
あ
り
ま
せ
ん

こ
と
を
お
含
み
下
さ
い
。

市
民
体
育
大
会

秋
空
の
も
と
、
体
育
と
レ
グ

リ
エ

1
シ
ヨ
シ
を
通
じ
、
区
民

の
親
睦
を
深
め
る
区
民
体
育
大

会
は
、
例
年
華
々
し
く
開
か
れ

る
が
、
今
年
も
各
地
区
に
於

て
、
色
々
と
趣
向
を
こ
ら
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
盛
大
に
行
わ
れ

ま
す
。
各
地
区
別
の
体
育
大
会

日
程
は
弐
の
通
り
で
す
。

十
月
三
十
日
商
布
施

十

一

月

一

日

片

貝

十

一

月

三

日

魚

津

タ

下

中

島

タ

下

野

方

h
v

天

神

h

ゲ

松

倉

h

ゲ

道

、下

h
v

上
中
島

h
v

加

積

h

ゲ

上

野

方

国
勢
制
査
審
査
会
開
催

全
十
九
日
ハ
水
〉

市
議
会
総
務
委
員
会
及
び
文

教
委
員
会
開
催

全
二
十
日
(
木
U

国
同
健
版
保
険
誕
問
協
議
会

開
催
全
二
十

一
日
へ
金
〉

遁
下
財
時
区
議
会
協
議
会
開

催全
二
十
問
日
ハ
月
〉

高
知
県
須
崎
市
総
務
課
長
補

佐
等
行
政
視
察
の
た
め
来
市

十
月
十
一
日
か
ら
十
月
=
十
五
日
ま
で

十
月
十
一
日
ハ
火
〉

一

方
課
長
等
来
市

臨
時
(
念
施
)
市
議
会
開
催

一
全
十
三
日
(
木
〉

第
一
回
工
場
誘
致
協
力
会
大

一

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

会
開
催

一

消
防
分
団
長
会
議
開
催

全
十
二
日
「
水
〉

一
全
十
七
日ハ
月
)

水
族
館
運
営
審
議
会
開
催

一

臨
時
投
育
委
員
会
開
催

財
政
監
査
の
た
め
菅
井
県
地
一
全
十
八
日
〈
火
〉

普

選

三

十

周

年

婦
人
参
政
十
周
年

感

ぉ
母
3
ノ
ル
方
も
ぞ
ぴ
議
書
を
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謝

状

魚
津
市
友
誼

松
田
康
彦
殿

あ
な
た
は
昭
和
舟
年
八
月
十

二
日
宇
奈
月
町
猿
飛
地
内
黒

部
川
に
お
い
て
柳
原
隆
吉
の

危
難
を
知
る
や
迅
速
巣
敢
な

献
身
的
尽
力
に
よ
っ
て
こ
れ

を
救
わ
れ
た
こ
と
は
ま
こ
と

に
世
の
か
ど
み
で
あ
り
ま
す

こ
与
に
記
念
品
を
贈
っ
て
深

く
謝
意
を
表
し
ま
す
。

昭
和
三
十
年
十
月
八
日

富
山
県
警
察
本
部
長

白

岩

(第79号)

晃

催

し

よ中
る学
〉校

ご利用下れ、ー)

レ
コ
ー
ド
、

図
書
館
は
貴
方
の

「
書
斉
」
で
す

一園書館た

普

選

三

十

週

年

及

び

婦

人

参

政

十

週

年

記
念
期
間

か
実
施
・
し
ま
す

今
度
、
定
期
種
痘
が
弐
の
通
り
実
施
さ
れ
ま
す
か
ら
.
該
当

者
は
必
ず
接
種
を
受
け
て
下
さ
い
。

実
施
期
日
及
び
場
所

3片道加上住本経村大白鹿坪松西天上 | 抹
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療ググググタタタ ク学校校 タタタ企 | 寵
所 校 芸I1:;1 
主タグググ タグタク クタタタタグ土 |一二一一

月 | 官
八九九九九八八八八七八八七七七引春
日日日日日円日日日日日日日日 日日 I 1-1 

百1111144444手1111履い
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十一一一一十 十十十九十十九九九九凶ゴ日旧
日日日日日日日日日日日日日日日日 |者扇

時
間
は
各
日
と
も
午
後
一
時
よ

り
午
後
三
時
ま
で

但
し
白
倉
校
下
、
坪
野
分
校

下
は
各
自
と
も
午
前
九
時
よ

り
午
前
十
時
ま
で

鹿
熊
分
校
下
は
午
後
一
時
よ

り
午
後
二
時
ま
で
松
倉
校
下

の
第
二
期
第
三
期
検
診
日
の

み
午
前
九
時
よ
り
午
前
十
一

時
コ
一十
分
ま
で

二
、
接
種
を
受
け
る
者

ω第
一
期
昭
和
二
十
九
年

七
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
年

八
月
三
十
一
日
ま
で
生
れ
た

者制
第
二
期
小
学
校
入
学
前

六
ヶ
月
以
内
(
昭
和
三
十
一

年
度
入
学
者
)

制
第
三
期
小
学
校
卒
業
前

六
ヶ
月
以
内
(
昭
和
三
十
年

度
卒
業
者
)

(
各
小
学
校
長
あ
て
別
途
通

知
済
〉

三
、
接
種
方
法
及
び
数

切
皮
法
と
し
て

ω
該
当
者

ニ
箇

実

例
制
該
当
者

十 十全十十
第一会学月 趣 談学学月 趣月
月♀校三議味日会校校三議 味二
回ニ ;li!図十師入の 図図十師入の十
市日 芸書 一 門川安 書書目 門短八
美二 T館白木の朝Ilる 館館 広の歌日
係r.=:品強、村手 〉 図を会川手 勺
展日益化十喜ほ 書 よど親ほ 今
7215突一見ど 委く 3 義ど ε
:工務月披き 員す き
3 議ー とる氏
習 日氏 . 懇会

書 小 ー|・ 趣十
ボ遡中 ー 上諸入味一公
ス間学月野師門の月企
タ 校七千. の俳六経コ
l 生 日!」 手旬日空 γ
隈徒、?ほ 小サ

L '.-:: I 覧の八レ と •. 1 
会 読日氏き 乙ト

本
年
~ì 

普
通
選
挙
法
ヵ:
大ユ寸

切にり 憂が のはとす民 言ま 努にのるず別二今義立さ二人れ豆 長じ
望 、、慮、に、健@主う す力は選が平、十日深憲 れ十参て -十 A 

さ有理にわし選全民政ま。が、挙、等納才、し、国て年政か四 合会
れ権想堪が な 挙な主治で 傾多権こに枕に日年民か 十権ら年 4凶・
て者選 え国けを発 政のも 注くがの選の蓮本でとら二賦主 五 回玄
いの挙な選れ正達治基な さの認、よ挙 有す国あ し，-月与十月 32J 
まーのい挙ばしをの盤く れ人めう権無る民りて周十の周五 一
す 層実 も界 たく図円で、 た々らにが に とはまま年七法年日 01雪
。の現ののよ明る滑 あ選 ののれ国与か、、すこに日 律 、に 同

自の 現 ーるたな 挙 で不る民えか男年。と当にがま会ユA
党たが状らいめ運りは あ断ま平らわ女令 にり公 昭た布吉備
がめあはいもに泊ま、 りので等 れらの渦 意 、布和婦さ 阿川

五 四 三 二 一幕・主すしし挙こ笠
「、集・催 。よ、にの --

荷.す日昭入念公東送る日昭締枚四枚十普標要・婦普 う理関と 芭ぎ
接 る会手13選会関京りも (和切以百数周 選題領・人選 と想すき 茨戸
荊 と明 言発 懸市都先の間 三 期内字 年ヨ 参さ す選るに 一
知と 選十表賞政千 は日十日 誌 に十 政十 る挙 記当乍怠
すも 挙ー論会代受付年 原 当週 十周 も突念 つ アに
るに 時年 文館田 玉虫の十 稿つ年 周年の現論て
。入報ー係内区す消ー 用て嬬 年 での文
選に月 普日る印月 紙」人 記あーを広
者発二 選比)の十 十 参 念り助募く
に表十 記谷 あ五 五 政 会まに集選

七六
1.、

応そ三二一賞
募の等等等金
者他三一一
の編繍繍
住各
所一三五
、 万万万
氏 円円円
名

四
、
受
痘
者
の
注
意
事
項

実
の
事
項
に

つ
い
て
は
あ
ら

か
じ
め
注
意
し
て
下
さ
い
O

L
健
康
状
態
の
悪
い
方
は
必
ず

当
日
係
員
に
申
し
出
て
診
察

を
受
け
て
下
さ
い
。

ー
な
る
べ
く
種
痘
前
に
入
浴
し

清
潔
な
肌
着
を
着
用
す
る
。

守
山
接
種
部
位
は
接
種
後
お
よ
そ

十
分
か
ら
十
五
分
ま
で
の
閉

そ
の
ま
ま
露
出
し
て
か
ら
着

衣
す
る
。
こ
の
際
火
気
、
直

射
日
光
に
さ
ら
さ
な
い
。

4.
接
種
後
局
所
に
ほ
う
帯
を
す

る
必
要
は
な
い
。

払
入
浴
は
高
熱
の
あ
る
期
間
以

外
は
差
支
え
な
い
。
そ
の
際

接
種
部
位
を
こ
す
ら
な
い
。

6.
費
用
は
無
料

五
、
そ
の
他

日
時
の
斐
更
の
場
合
は
そ
の

都
度
通
知
し
ま
す
。

性
別
、
年
令
及
び
職
業
ハ
学

生
は
、
学
校
名
、
学
部
及

び
学
年
)
を
原
稿
の
末
尾

に
記
載
す
る
こ
と
。

-
応
募
原
稿
は
、
返
却
し
な

十
一
河
五
日

l

十
九
日

記
念

四
箇

ノ

文
化
八
年
(
一
八
一
一

)
今
一
く
取
り
立
て
ら
れ
る
操
に
な
り

か
ら
百
四
十
四
年
前
、
道
一
一
一
一
こ
ま
し
た
。

十
二
才
の
時
、
中
新
川
郡
東
加
一
弐
に
道
一一二

生
の
開
墾
歴
の

積
村
(
今
は
滑
川
市
)
室
山
野一

大
略
を
記
し
て
見
ま
す
と
.

の
開
墾
に
着
手
し
ま
し
た
。
室
一
文
化
コ一
年

(
十
七
才
)

山
野
は
数
年
前
か
ら
、
早
河
川

一

下
新
大
熊
村
押
場
峠
の
関

を
分
水
し
用
水
と
し
て
き
た

↑

拓

が
、
土
砂
の
た
め
水
路
が
破
壊

一

文
化
八
年

(二
十
二
才
〉

さ
れ
、
耕
作
が
出
来
な
い
様
に
一一

中
新
東
加
額
室
山
野
用
水

な
っ
た
の
で
放
棄
し
て
あ
り
ま

一

文
化
十
三
年
ハ
二
十
七
才
い

し
た

。

'

;

一

下
新
大
熊
村
興
一半
開
拓

遁
コ一
は
何
と
か
し
て
こ
れ
を
宗

一

文
政
六
年

(
コ
子
四
才
)

成
し
た
い

γと
思
い
、
自
ら
村
人

一

椎
名
家
相
続

建
の
先
頭
に
た
っ
て
、
峨
岨
な一

文
政
十
年
ヘ
三
十
八
才
)

'

四
旦
余
り
の
崖
壁
を
、
或
は
堀
一

中
新
東
加
積
村
蓑
輪
開
拓
一

っ
た
り
、
削
っ
た
り
、
墜
遁
を
一
天
保
二
年

(
四
十
二
才
)

一

つ
く
っ
て
水
を
通
す
な
ど
、
ぁ

一

中
新
加
積
村
小
林
等

一

ら
ゆ
る
辛
駿
を
な
め
、
遂
に
百
一

天
保
一二
年

(四
十
コ一
才

)

一

二
十
七
町
歩
余
り
の
艮
田
を
得
一

中
新
山
加
額
安
田
山
に
別
一

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
o

そ
れ

一

家

一

ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
に
続
い
一
天
保
五
年

(
四
十
冗
才

)

一

て
い
る
村
々
で
も
多
く
の
良
回

一

中
新
自
萩
早
月
中
村
開
拓

一

を
得
る
こ
と
が
出
来
て
、
今
ま

一

天
保
八
年

(
四
十
八
才
)

一

で
至
難
の
業
と
し
て
、
誰

一
人

一

新
田
裁
許
兼
新
聞
暫
子
使
一

顧
み
る
も
の
が
な
く
放
棄
し
て

一

拝

命

一

あ
っ
た
高
台
は
、
吹
か
ら
弐
へ
一
下
新
宮
野
用
水
建
手

-

満
々
と
水
を
た
た
え
て
、
水
田

一

天
保
十

一
年

(
五
十
二
才
〉
-

に
愛
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
村
人
一
下
新
十
二
賀
野
用
水
成
る
「

蓮
の
喜
び
は
勿
論
そ
れ
に
も
増一

弘
化
三
年
ハ
五
十
七
才
)
一

し
て
道
三
の
喜
び
と
感
激
と
は

一

高

野

原

、
未
一一一
ケ
野
開
拓
一

ど
れ
位
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

一

嘉

永
元
年
(
五
十
九
才

)

一

文
政
六
年
(
一
八
ニ
コ
一)
道

一

常

願
寺
川
白
岩
川
落
合
不
一

三
、
三
十
四
才
の
時
、
椎
名
家
一
毛
地
開
拓

・

一

を
相
続
し
い
よ
い
よ
用
水
の

一

安

政
凶
年

(
六
十
八
才

)

一

修
築
や
開
墾
に
全
力
を
尽
し
、

一

山
加
積
村
護
臨
堂
池
の
原
一

東

奔

西

走

し

て

休

む

暇

が

な

い

一

開

拓

一

の

で

し

た

。

一

安

政

五
年

(
六
十
九
才
)
一

そ
し
て
安
政
五
年

(
一
八
五

一

五
月
五
日
山
加
積
村
熊
林
一

八
〉
翁
六
十
九
才
で
病
践
す
る
一
村
に
て
病
残
以
上
一

ま
で
約
五
十
年
聞
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